
 

 

 

 

 

今年度 鳥川小学校の目指す子どもの姿 

今年度，鳥川小学校は教育目標を新しく設定しました。 

前号の学校便りにも記載したとおり，令和２年度４月から，小学校学習指導要領が全面実

施されました。この学習指導要領では，子どもたちが複雑で予測困難な時代の中でも，社会の

変化に主体的に向き合って関わり合い，自らのよさや可能性を認識して個性を生かしつつ，

多様な他者を尊重し協働して様々な課題を解決する，よりよい未来の創り手となるために必

要な資質と能力（基礎的・基本的な知識と技能，思考力・判断力・表現力，主体的に学習に取

り組む態度）を育むことを目指しています。 

 本校では，学習指導要領の理念を受けて教育目標を設定するにあたり，学校教育を通して

育む子どもの目指す姿を全職員で検討しました。これまでの本校の取り組みを土台にしなが

ら，未来志向で子どもを育てていくことを大切にしました。このようにして設定したのが，上

記の教育目標です。「豊かな未来を目指し，多様性を尊重して共に協働して物事を解決する確

かな力を育むこと」，「ふるさと鳥川に生きることに自信と誇りをもち，家庭や地域に育まれ

ながら成長していくこと」を願っています。 

この教育目標の下に，子どもたちの具体的な姿を描いた３つの重点目標を設定しました。

さらに，各学年では６年間の成長を見通し，発達段階に応じてさらに具体的に学年目標を設

定しています。（学年目標については，学級懇談で説明いたします。） 

本校で目指す子どもの育成には，家庭や地域と学校との協働（連携）が欠かせません。とも

に力を合わせて，今日の学びを子どもの未来につないでまいりましょう。 

 

※ 今年度の「鳥川小学校の姿 ～学校経営・運営ビジョン～」を裏面に掲載しました。 

  ぜひ，ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

☆ 日々の子どもたちの学校での様子は「福島市立小・中・特別支援学校ポータル」の鳥川小学校公式サ

イトでお知らせしています。パソコンはもちろん，携帯電話，スマートフォンで見ることができます。ぜ

ひ，アクセスしてみてください。 

福島市立鳥川小学校 学校便り 

 

 

令和２年７月１５日 発行責任者 校長 佐藤和子 

豊かな未来を 共に創り支える 
 

 鳥 川 の 子 ど も 

豊 か な未 来を  共 に 創 り 支 え る  鳥 川 の 子 ど も 

◎ 自ら問いをもち，学び合う子ども 

◎ 互いに認め合い，自ら動き出す子ども 

◎ 自らの健康に向き合い，いきいきと生活する子ども 

インターネットの利用は大丈夫？ 

 ６月にネットの利用について全校生対象に調査しました。調査結果から，家庭でのネット利用時間

など，ご家庭と一緒に考えたい課題が見えてきました。望ましい学習習慣や生活習慣を身に付けるた

めに，まず取り組めることからはじめてみませんか。 



 

令和２年度 福島市立鳥川小学校の姿 ～学校経営・運営ビジョン～ 

 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝   ビジョン設定のベース   ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

教 育 目 標 

目指す児童像 

 ○ 自ら問いをもち， 
学び合う子ども 

 

〈重点実践事項〉 

 １ 教材との出合いを工夫し，児童が学

びのめあてを自らのものとして，粘り

強く解決できるようにする。 

 

 ２ 言語活動を活性化して，協働的な学

習から，児童が自らの考えを広めたり

深めたりできるようにする。 

 

 ３ 基盤となる児童一人一人の読解力を

高める。 

知 目指す児童像 

 ○ 互いに認め合い， 
自ら動き出す子ども 

 

〈重点実践事項〉 

 １ 児童が自己肯定感・自己有用感をも

てるようにする。 

 

 

 ２ 居心地のよい学級・学習集団づくり

をする。 

 

 

 ３ 児童一人一人が，よさを発揮できる

体験活動を工夫する。 

徳 目指す児童像 

  ○ 自らの健康に向き合い， 

    いきいきと生活する子ども 

 

〈重点実践事項〉 

 １ 児童自身が健康に気を付け，安全に元

気に生活できるようにする。 

 

 

 ２ 児童が目標を設定して，進んで運動に

取り組めるようにする。 

 

 

３ 生活習慣，健康，安全について，家庭

との連携を充実する。 

体 

組織的な学校 ＝ チーム鳥川 ＝ 

 ○情熱と使命感をもち学び続ける教職員 

 ○同僚性を生かした，組織での課題解決 

 ○教職員の服務倫理意識の高揚 

 ○教職員の勤務環境の改善 

家庭･地域･関係機関との協働 

 ○家庭の教育力の充実のための連携 

 ○信夫中学校区の幼保小中との連携 

「目指す姿｣の共有 

 ○関係機関との連携 

「地域とともに子どもを育てる」 

豊かな教育資源 

 ○地域の教育資源を十分に生かした 

地域とともに学ぶ学習の充実 

    「鳥川に学ぶ 鳥川と学ぶ  

鳥川を学ぶ 鳥川で学ぶ」 

鳥川小学校の実態 

 児童の強み（○）と課題（▼） 

○ 素直で，やさしい。 

○ 異年齢集団の交流が充実し，相手を受容することができている。 

▼ 学習意欲，学習習慣の定着が二極化している。 

▼ 自分に自信がなく，周囲に流されやすい傾向がある。 

学習環境の強み 

○ 地域の学習素材（ひと・もの・こと）が豊富である。 

○ 家庭や地域が学校教育に協力的である。 

○ 異年齢の交流で，かかわり合って学ぶベースがある。 

喫緊の課題 

◎ 自ら学習に向かう意欲の育成と学習習慣の定着。 

◎ 健康に生活するための，生活習慣の確立。（特にメディアとのかかわり） 

 

学校の役割、家庭の役割を果たし、連携して子どもを育てる。 

保護者の願い 

○ 体験活動を充実して，生きる力を育ててほしい。 

○ メディア，ゲームが子どもに及ぼす影響について，学年に応じて学習す

る機会が必要。 

福島市教育委員会 学校教育指導の重点 

目指す子ども像（小学校） 
～育てよう 未来のたから ふくしまっ子～ 
・元気にあいさつや返事ができる子ども 
・話をしっかり聞き，自分の考えを伝えることができる子ども 
・相手を思いやり，大切にする子ども 
子どもの育ちを総合的・連続的にとらえ，「生きる力」をはぐくむ
学校教育の推進 
○ 確かな学力の育成を目指す教育活動の推進 
○ 豊かな心の育成を目指す教育活動の推進 
○ 健やかな体の育成を目指す教育活動の推進 

意欲をもって 学びに向かう子どもを育てる ＝自分を動かし ともに進む＝ 

学校経営理念 安全で安心な学校づくり ～ 一人一人に居場所があり 互いに認め合い 学ぶことが楽しい学校をつくる ～ 

＊一人一人が大切にされる あたたかな集団  ＊学びの充実で 学ぶ喜び    ＊授業づくりが 学校づくり 

    

一人一人の発達を支える指導の充実・・・個に応じた児童支援（配慮を必要とする子どもが安心して学べる環境づくり） 特別支援教育の充実 

             ガイダンスとカウンセリングの生徒指導  キャリア教育の充実 

子どもと教師が向き合う時間の確保・充実（教師の多忙化解消） 

生命を大事にする指導の充実・・・・・・保健・安全・防災教育の充実  人権教育の充実でいじめ根絶 

             安全で快適に学べる環境づくりのための施設・設備の管理 

福島県教育委員会 学校教育指導の重点 
○ 児童生徒一人一人が未来の創り手となる小・中学校教育 
 
県北教育事務所 学校教育指導の重点（目指す姿） 
○ 目標達成のために努力し工夫できる子ども 

関係法令 

○日本国憲法  ○教育基本法  ○学校教育法   
○小学校学習指導要領 



ＳＮＳ･ネット利用の実態調査結果（令和２年６月） 

 

○ ＳＮＳ（「ライン」，メール，チャット，ゲーム内のチャットなど）やネット（動画サイトをみ

たり通信でゲームをおこなったりなど）を利用していますか。 

 回答全体の約８割が利用している実態です。グラフは全学年ですが，低学年でも半数以上が利

用しています。 

○ 主な利用目的は何ですか。（利用していると回答した児童のみ。） 

 

 利用の多くが動画サイトの視聴です。次いで通信ゲームの利用が多くなります。ライン，メー

ル，チャットなどのＳＮＳも利用しています。 

○ ＳＮＳやネットを利用するために，自分用の機器を持っていますか。 

 ネット利用者の約８割は，自分用の機器をもっています。 
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○ 自分が使う機器にフィルタリングはついていますか。 

 

 フィルタリングがついているのは，ネット利用者の半数弱です。合計がネット利用者よりも少

ないのは，フィルタリングの有無がわからない児童を計上していないためです。 

○ 家では，親と話し合ってネットを利用するときのルールを決めていますか。 

 

 ネット利用について，多くの家庭でルールを決めていることがわかります。ルールの中身につ

いては，「利用できる時間を決める」「利用する部屋を決める」「個人情報を書き込まない」「ゲー

ム内課金をしない」等があります。 

 

○ 平日（学校に登校している日）にネットを利用する時間は，平均してどのくらいですか。 

 ネット利用者の８割は，２時間未満の利用です。しかし，全体では少数ではありますが，３時

間以上，中には５時間以上利用している児童もいます。 

 

ネット利用の実態を基に，よりよい生活習慣形成のために改善するところはないでしょうか。 

ネット利用も含め，家庭での生活習慣について，改めてお子さんと一緒に考えてみませんか。 
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１時間未満 １時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満 ４時間以上５時間未満 ５時間以上


